
（20）

一
九
九
六
年
に
橋
本
龍
太
郎
内
閣
が
「
フ
リ
ー
・
フ
ェ
ア
・
グ
ロ
ー
バ
ル
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
た
ビ
ッ
グ
バ
ン
宣
言
を
行
っ

て
か
ら
一
五
年
が
経
過
し
た
。
そ
の
当
時
の
目
標
で
は
、
今
ご
ろ
、
日
本
の
証
券
市
場
は
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
に
な
っ
て
い
る

は
ず
で
あ
っ
た
が
、
残
念
な
こ
と
に
現
実
は
そ
れ
か
ら
か
な
り
外
れ
て
い
る
、
と
い
う
の
が
世
の
評
価
で
は
な
か
ろ
う
か
。

し
か
し
、
日
本
の
証
券
市
場
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
見
る
だ
け
で
は
前
進
し
な
い
。
情
緒
的
に
卑
下
す
る
の
で
は
な
く
、
証
券
市
場
の

本
来
持
つ
市
場
機
能
に
照
ら
し
て
、
ど
こ
が
ど
の
よ
う
に
劣
っ
て
い
る
の
か
。
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
し
て
、
問

題
の
所
在
を
明
確
に
す
る
た
め
に
は
、
市
場
機
能
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
が
必
要
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

も
っ
と
も
、
市
場
機
能
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
評
価
す
る
こ
と
は
、
実
際
に
は
か
な
り
困
難
で
あ
る
。
当
該
証
券
市
場
が
、
ど
れ

だ
け
低
コ
ス
ト
で
必
要
と
さ
れ
る
市
場
機
能
を
ど
れ
だ
け
十
分
に
発
揮
さ
せ
て
い
る
か
、
そ
れ
が
評
価
の
基
準
と
な
る
が
、
そ
の
た

め
に
は
市
場
機
能
と
は
何
か
、
そ
れ
を
提
供
す
る
た
め
の
コ
ス
ト
と
は
な
に
か
、
が
あ
ら
か
じ
め
明
確
に
な
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。

そ
こ
で
以
下
で
は
、
極
め
て
不
十
分
で
あ
る
が
、
市
場
機
能
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
て
い
る
か
否
か
、
こ
れ
を
提
供
す
る
た
め
の
コ

ス
ト
は
ど
の
程
度
か
、
と
い
う
観
点
か
ら
わ
が
国
の
証
券
市
場
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価
を
見
て
お
き
た
い
。

市
場
機
能
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
評
価

二
上
季
代
司



１
　
流
動
性
の
提
供

証
券
市
場
の
第
一
の
機
能
は
言
う
ま
で
も
な
く
「
流
動
性
の
提
供
」
で

あ
る
。
す
な
わ
ち
時
価
に
近
い
価
格
で
い
つ
で
も
所
期
の
注
文
量
を
売
買

執
行
で
き
る
こ
と
が
「
良
い
市
場
」
で
あ
る
。
そ
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
の
ひ

と
つ
は
出
来
高
で
あ
ろ
う
。

表
１
は
世
界
取
引
所
連
合
（
Ｗ
Ｆ
Ｅ
、W

orld
F

ederation
of

E
xchanges

）
が
公
表
し
て
い
る
統
計
資
料
よ
り
作
成
し
た
も
の
で
、
ビ

ッ
グ
バ
ン
宣
言
の
行
わ
れ
た
一
九
九
六
年
と
二
〇
一
〇
年
の
各
国
取
引
所

に
お
け
る
株
式
出
来
高
を
金
額
ベ
ー
ス
（
ド
ル
換
算
）
で
比
較
し
て
い
る
。

二
〇
一
〇
年
、
一
一
年
の
出
来
高
数
値
は
電
子
取
引
の
み
で
あ
っ
て
、
立

会
時
間
外
取
引
や
ク
ロ
ス
取
引
の
よ
う
な
相
対
（
ア
イ
タ
イ
）
取
引
は
含

ん
で
い
な
い
。
立
会
時
間
外
取
引
等
は
取
引
所
が
ル
ー
ル
に
適
っ
た
取
引

か
否
か
、
モ
ニ
タ
ー
す
る
た
め
会
員
業
者
に
報
告
さ
せ
た
取
引
で
あ
る
が
、

一
九
九
六
年
当
時
の
数
値
に
は
こ
う
し
た
取
引
も
含
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
た
め
、
一
九
九
六
年
と
二
〇
一
〇
年
は
同
じ
基
準
で
は
な
い
た
め
厳

密
に
い
え
ば
比
較
で
き
な
い
。
た
だ
、
国
際
比
較
上
の
立
ち
位
置
が
ど
う

変
わ
っ
た
か
、
判
断
す
る
う
え
で
の
参
考
数
字
に
は
な
る
（
１
）。

こ
の
表
に
よ
る
と
、
東
証
の
出
来
高
は
ド
ル
ベ
ー
ス
で
約
四
倍
に
膨
ら

（21）

表１　現物株式出来高上位10取引所
（単位：百万ドル）

（出所）World Federation of Exchanges, Annual Statisitics Reportsより作成。
（注）１、2010年、11年は電子取引のみ。1996年は電子取引のほか、売り買い双方の合意の下で成立

した取引（時間優先に服していない取引）や取引所へ報告した取引も含む。２、TはTSVの略、
RはREVの略（文末注１を参照）。３、年末の為替レートでドル換算。

2 10,980,755 
3
4 3,241,211 

NASDAQ（米、R）

Paris （仏、R）

165,478 

順位 Exchange 1996年 順位 Exchange 2010年 順位 Exchange

3,301,776 2 NASDAQ OMX（米） 12,659,198 2 NASDAQ OMX（米）
London SE（英、R） 1,413,236 3 Shanghai SE（中） 4,486,484 3 Tokyo SE Group（日） 3,481,523 

982,172 4 Tokyo SE Group（日） 3,792,715 4 Shanghai SE（中）

27 Osaka SE （日） 179,699 26 Osaka SE （日）
10 Osaka SE （日、T） 253,119 10 Hong Kong Exchanges（香港） 1,496,215 10 TMX Group（加） 1,322,531 

15,551,446 

2011年
（1月～10月累計）

1 NYSE（米、T) 4,063,655 1 NYSE Euronext（米) 17,795,600 1 NYSE Euronext（米)

5 Tokyo SE（日、T） 938,822 5 Shenzhen SE（中） 3,563,792 5 London SE Group（英） 2,491,015 
6 Germany（独、R） 811,626 6 London SE Group（英） 2,749,533 6 Shenzhen SE（中） 2,432,033 
7 Taiwan（台、T） 478,356 7 NYSE Euronext（EU) 2,022,207 7 NYSE Euronext（EU) 1,879,676 
8 Switzerland（スイス、R） 443,031 8 Deutsche Börse（独） 1,632,062 8 Korea Exchange（韓） 1,726,581 
9 Paris （仏、T） 282,014 9 Korea Exchange（韓） 1,604,551 9 Deutsche Börse（独） 1,537,414 



ん
で
お
り
（
円
高
の
た
め
円
ベ
ー
ス
で
は
約
三
倍
）、
一
貫
し
て
世
界
三
〜
四
位

を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。
流
動
性
と
い
う
市
場
機
能
に
お
い
て
世
界
的
に
地
位
が
低

下
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。

他
方
、
表
２
は
株
価
指
数
先
物
取
引
の
出
来
高
（
想
定
元
本
ベ
ー
ス
）
を
国
際

比
較
し
た
も
の
で
あ
る
。
欧
米
の
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
取
引
所
は
、
合
併
統
合
を
繰
り

返
し
て
い
る
た
め
対
九
六
年
比
較
で
見
る
場
合
に
は
、
統
合
の
影
響
を
考
慮
す
る

必
要
が
あ
る
が
、
か
つ
て
世
界
二
位
で
あ
っ
た
大
証
デ
リ
バ
テ
ィ
ブ
市
場
は
依
然

と
し
て
、
東
証
現
物
出
来
高
を
上
回
る
大
き
さ
の
出
来
高
を
誇
っ
て
い
る
も
の
の
、

国
際
比
較
上
、
韓
国
や
香
港
を
下
回
っ
て
い
る
。
こ
の
点
か
ら
み
る
と
後
退
し
て

い
る
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
取
引
所
の
流
動
性
機
能
を
顧
客
に
提
供
し
て
い
る
の
は
、
実
際
に

は
ブ
ロ
ー
カ
ー
、
デ
ィ
ー
ラ
ー
、
つ
ま
り
証
券
会
社
で
あ
る
。
流
動
性
提
供
の
代

価
は
、
証
券
会
社
が
委
託
手
数
料
の
形
で
直
接
的
に
、
ま
た
株
式
ト
レ
ー
デ
ィ
ン

グ
益
の
形
で
間
接
的
に
顧
客
か
ら
徴
求
す
る
。
い
ま
こ
れ
を
東
証
取
引
参
加
業
者

（
か
つ
て
の
東
証
会
員
業
者
）
の
決
算
概
況
か
ら
試
算
し
て
み
る
と
、
表
３
の
よ

う
に
な
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
株
式
ト
レ
ー
デ
ィ
ン
グ
益
お
よ
び
そ
の
ス
プ
レ
ッ
ド
は
相
場

状
況
に
応
じ
て
大
き
く
変
動
し
て
お
り
増
減
の
傾
向
を
見
出
す
こ
と
は
難
し
い

（22）

表２　株価指数先物出来高上位10取引所

（想定元本ベース、100万ドル）

（出所）表１に同じ。
（注）Eurex（EU, OTC）は、金融規制改革によって、従来店頭で行われた標準的なデリバティブ取

引について取引所での取引が義務付けられた部分。

2
3
4

Osaka（日）

LIFFE（英）

順位 国別・取引所別 1996年 順位 取引所別 2010年

1,417,152 2 Eurex 20,349,253 
DTB（独） 929,850 3 Korea Exchange 8,569,993 

541,806 4 NYSE Liffe（European markets) 5,908,998 

10 IDEM（伊） 257,612 10 Australian Securities Exchange 1,056,540 

1 CME（米） 6,744,581 1 CME Group 39,785,291 

5 SIMEX（シンガポール） 478,095 5 Hong Kong Exchanges 4,103,510 
6 MATIF（仏） 475,686 6 Osaka SE 3,995,530 
7 Tokyo（日） 421,945 7 Eurex（OTC） 2,453,900 
8 Korea SE（韓） 370,434 8 TAIFEX（台湾） 1,530,692 
9 HKFE（香港） 345,361 9 Tokyo Stock Exchange Group 1,482,984 



が
、
委
託
手
数
料
（
２
）

お
よ
び
そ
の
料
率
の
減
少
傾
向
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の

こ
と
は
、
証
券
会
社
に
と
っ
て
は
厳
し
い
事
態
だ
が
、
市
場
機
能
か
ら
言
え
ば
、
で
き

る
だ
け
低
い
コ
ス
ト
で
世
界
三
〜
四
位
レ
ベ
ル
の
豊
か
な
流
動
性
を
提
供
で
き
て
い
る

こ
と
に
な
る
。
東
証
・
大
証
統
合
の
よ
う
な
証
券
取
引
所
の
再
編
に
よ
り
取
引
シ
ス
テ

ム
が
統
合
さ
れ
、
シ
ス
テ
ム
コ
ス
ト
が
低
減
さ
れ
て
、
こ
れ
が
証
券
会
社
の
「
取
引
関

係
費
」
の
低
減
に
反
映
さ
れ
れ
ば
、
よ
り
一
層
、
効
率
的
な
流
動
性
供
給
が
期
待
さ
れ

る
だ
ろ
う
。

２
　
資
金
調
達
機
能

証
券
市
場
の
持
つ
も
う
一
つ
の
機
能
は
、
リ
ス
ク
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
調
達
機
能
で
あ
る
。

有
償
増
資
や
起
債
の
ほ
か
、
新
規
公
開
、
各
種
フ
ァ
ン
ド
の
組
成
・
販
売
を
通
じ
て
リ

ス
ク
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
が
市
場
に
供
給
さ
れ
て
い
る
。

表
４
は
証
券
取
引
所
に
新
規
に
上
場
さ
れ
た
株
式
価
額
の
多
い
順
に
取
引
所
を
並
べ

た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
中
に
は
既
存
の
上
場
会
社
や
新
規
上
場
会
社
が
新

規
発
行
に
よ
り
有
償
増
資
し
た
も
の
の
ほ
か
、
新
規
上
場
会
社
が
売
り
出
し
た
既
発
行

株
式
も
含
ま
れ
て
い
る
。
必
ず
し
も
全
て
が
資
金
調
達
に
結
び
つ
い
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
が
、
新
規
発
行
が
多
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。

そ
こ
で
表
に
戻
れ
ば
、
近
年
の
傾
向
は
新
興
国
（
イ
ン
ド
、
香
港
・
中
国
、
ブ
ラ
ジ

（23）

表３　株式流動性機能提供の代価

（出所）東証「総合取引参加者決算概況」より作成。
（注）対象は東証総合取引参加者（会員業者）。売買高は往復計算。委託手数料の95%以上は株式だが、

先物やオプションも含む。

②株券トレーディング益（10億円）
①+②

現物委託売買高（兆円）

38 

181 

1997年３月期 2011年３月期
年平均

（1997/３～2011/３）

45 208 
1,026 503 1,026 

595 271 

③と④の加重平均 0.36% 0.06% 0.13%

①委託手数料（10億円） 988 458 818 

③売買手数料率 0.55% 0.08% 0.30%
現物自己売買高（兆円） 101 243 492 
④自己売買スプレッド 0.04% 0.02% 0.04%



ル
等
）
や
資
源
国
（
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
）

の
取
引
所
が
上
位
を
占
め
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
、
こ
の
こ
と
は
特
に
新
規
上

場
に
お
い
て
顕
著
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
そ
の
中
で
、
東
証
は
五
位
か
ら
九

位
へ
後
退
し
て
い
る
。

他
方
、
リ
ス
ク
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
調
達

の
ル
ー
ト
と
し
て
投
信
な
ど
の
フ
ァ
ン

ド
組
成
・
販
売
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
一

九
九
七
年
初
頭
か
ら
現
在
（
二
〇
一
一

年
一
〇
月
）
ま
で
の
公
募
投
信
の
資
金

純
流
入
を
見
る
と
、
表
５
の
よ
う
に
な

る
。こ

れ
に
よ
れ
ば
、
こ
の
一
六
年
弱
の

間
に
累
計
四
六
兆
円
（
年
平
均
三
兆
円
）

の
資
金
が
投
信
を
通
じ
て
市
場
に
純
流

入
し
た
こ
と
、
し
か
し
分
配
金
支
払
い

や
運
用
損
の
た
め
三
八
兆
円
が
目
減
り

（24）

表４　上場企業による株式資金調達
（百万ドル）

（出所）表１に同じ。
（注）BM&FBOVESPAはブラジル。LSEは2010年の数字が得られないため、参考として2009年の数

字を利用している。

1 79,885 
2
3 44,556 

NYSE 

London

2,952 

順位 国別・取引所別 1996年 順位 取引所別 2010年

155,607.5 1 NYSE Euronext（US） 208,105 1 Bombay SE 
Nasdaq 51,768.0 2 Hong Kong Exchanges 109,473 2 Hong Kong Exchanges 57,336 

30,661.5 3 BM&FBOVESPA 100,516 3 SIX Swiss Exchange

London SE 123,575 London SE

9 Germany 13,446.9 9 Tokyo SE Group 53,441 9 Tokyo SE Group 10,515 

2010年順位 取引所別

4 Toronto 21,986.8 4 SIX Swiss Exchange 84,188 4 Shenzhen SE 44,279 
5 Japan 18,974.6 5 Shanghai SE 83,530 5 NYSE Euronext（US） 33,813 
6 Amsterdam 13,729.5 6 Bombay SE 79,885 6 Shanghai SE 29,234 
7 Korea 13,626.4 7 Shenzhen SE 60,288 7 Australian Securities Exchange 24,294 
8 Paris 13,565.7 8 Australian Securities Exchange 53,760 8 BME Spanish Exchanges 18,078 

10 Brazil 12,068.4 10 NYSE Euronext（Europe） 49,542 10 National Stock Exchange India 9,397 

参考
Osaka SE NA 28 Osaka SE 321 

（うちIPOによる資金調達）

表５　1997年～2011年［10月］の公募投信による資金流入

（単位：10億円）

（出所）投資信託協会『統計資料』より作成。

純資産
1996年12月

資金流出入
（1997年１月～
2011年10月）

（ａ）設定 （ｃ）償還
（ｄ）資金純流入

（ａ－ｂ－ｃ）

（ｅ）差額
（ｆ）分配金流出+運用損

（ｄ－ｅ）
52,897 7,820 －38,276 

968,973 13,813 46,096 

（ｂ）解約

909,052 

2011年10月

60,717 



し
、
純
資
産
と
し
て
は
八
兆
円
弱
の
増
加
に
と
ど
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
る
。

近
年
の
売
れ
筋
は
、
毎
月
分
配
型
投
信
で
あ
っ
た
た
め
、
目
減
り
は
分
配
金
支
払

い
に
よ
る
も
の
が
多
い
と
推
量
さ
れ
る
が
、
三
八
兆
円
の
内
訳
は
公
表
さ
れ
て
い

な
い
。

と
こ
ろ
で
、
証
券
発
行
に
よ
る
調
達
も
、
投
信
を
通
じ
た
間
接
的
な
調
達
も
、

公
募
の
場
合
に
は
証
券
会
社
の
引
受
・
募
集
業
務
を
通
じ
て
行
わ
れ
る
。
し
た
が

っ
て
、
引
受
手
数
料
や
募
集
手
数
料
は
そ
の
代
価
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
投
信
の

場
合
は
、
運
用
・
管
理
の
代
価
と
し
て
信
託
報
酬
が
支
払
わ
れ
る
。
も
っ
と
も
、

こ
の
信
託
報
酬
率
と
配
分
内
訳
（
運
用
会
社
、
販
売
証
券
会
社
、
受
託
銀
行
）
は

フ
ァ
ン
ド
ご
と
に
マ
チ
マ
チ
で
あ
っ
て
、
信
託
報
酬
の
総
額
や
そ
の
配
分
額
も
公

表
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
極
め
て
大
雑
把
だ
が
、
信
託
報
酬
率
を
一
・
二
％
（
３
）

と

し
、
か
つ
こ
の
比
率
が
こ
の
間
、
変
化
し
な
か
っ
た
と
仮
定
し
て
、
一
九
九
六
年

度
〜
二
〇
一
〇
年
度
に
つ
い
て
試
算
し
た
。
そ
れ
が
表
６
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、
引
受
手
数
料
に
つ
い
て
は
引
受
額
に
対
す
る
料
率
が
一
般
的

に
低
減
傾
向
に
あ
る
。
発
行
会
社
に
よ
る
リ
ス
ク
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
調
達
は
、
低
い

コ
ス
ト
で
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
公
募

投
信
に
つ
い
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
募
集
手
数
料
に
は
投
信
の
み
な
ら
ず
外
債
販

売
手
数
料
な
ど
も
含
ま
れ
る
反
面
、
こ
の
数
字
の
対
象
は
東
証
総
合
取
引
参
加
業

（25）

表６　リスクキャピタル調達機能の代価
（単位：10億円）

（出所）東証『総合取引参加者決算概況』、投信協会『統計資料』などより作成。
（注）１、引受手数料、募集手数料、株式および債券引受高は東証総合取引参加者ベース。２、信託

報酬については残高の年率1.2%と仮定して計算。３、信託報酬、投信販売、投信残高の対象は
公募投信の運用、販売、受託に携わるすべての業者が対象。

募集手数料 281 
信託報酬
株式引受高 3,614 

240 

2,704 

0.43%

1997年３月期 2011年３月期

424 
528 784 617 

2,337 

177 

債券引受高 19,984 35,317 37,092 
投信設定 53,536 63,568 65,066 
投信残高 43,972 65,312 51,421 

年平均
（1997/３～2011/３）

引受手数料 232 144 

引受手数料率（加重平均） 1.02% 0.38%



者
に
限
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
以
外
の
証
券
会
社
と
り
わ
け
株
式
投
信
の
預
か
り
残
高

の
半
分
を
占
め
る
銀
行
窓
販
が
対
象
外
と
な
っ
て
い
る
た
め
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば

過
小
評
価
に
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
公
募
投
信
の
場
合
は
や
や
上
昇
傾
向
に

あ
る
よ
う
に
み
え
る
。

３
　
価
格
発
見
機
能
と
資
源
の
効
率
的
配
分

証
券
市
場
は
公
正
な
価
格
形
成
を
通
じ
て
資
源
配
分
の
シ
グ
ナ
ル
と
な
る
価
格
発

見
機
能
を
も
っ
て
い
る
。
こ
の
価
格
発
見
に
基
づ
い
て
さ
ら
に
投
資
家
、
発
行
会
社

等
の
行
動
が
誘
発
さ
れ
、
売
買
、
証
券
発
行
、
自
社
株
買
い
戻
し
、
新
規
上
場
と
上

場
廃
止
、
企
業
買
収
・
合
併
な
ど
を
通
じ
て
資
源
の
適
正
配
分
が
行
わ
れ
る
。

こ
れ
ら
資
源
配
分
の
効
率
性
を
定
量
的
に
把
握
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
一
つ
の
メ

ル
ク
マ
ー
ル
は
上
場
企
業
の
時
価
総
額
で
あ
る
。
も
し
株
価
形
成
が
適
正
に
行
わ
れ

て
い
た
と
仮
定
す
れ
ば
、
時
価
総
額
の
増
加
は
資
源
が
適
正
に
配
分
さ
れ
、
有
効
に

活
用
さ
れ
た
結
果
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
一
九
九
六
年
対
比
の
時

価
総
額
と
上
場
会
社
数
を
表
７
に
あ
げ
て
お
い
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
東
証
は
順
位
が
二
位
か
ら
三
位
へ
ひ
と
つ
だ
け
後
退
し
て
い
る
だ

け
で
あ
る
が
、
時
価
総
額
の
絶
対
額
の
伸
び
率
に
他
の
取
引
所
と
の
間
で
大
き
な
格

差
が
み
て
と
れ
る
。
株
価
は
バ
ブ
ル
的
に
膨
張
し
た
り
収
縮
し
た
り
す
る
こ
と
が
あ

（26）

表７　時価総額上位10取引所（百万ドル）
（単位：百万ドル）

（出所）表１に同じ。

1
2
3

NYSE Euronext（US）

London SE 

1996年末 2010年末

2,476 1 NYSE Euronext（US） 2,238
Tokyo SE 1,833 2 NASDAQ OMX 2,778

2,623 3 Tokyo SE 2,293

10 Australian SE 1,190 10 National Stock Exchange India 1,552

順位 取引所 上場会社数 順位 取引所 上場会社数

4 NASDAQ OMX 5,556 4 London SE Group 2,966
5 NYSE Euronext（Europe） N.A. 5 NYSE Euronext（Europe） 1,135
6 Deutsche Börse N.A. 6 Shanghai SE 1,169
7 TSX Group 1,323 7 Hong Kong Exchanges 1,413
8 Hong Kong Exchanges 583 8 TSX Group 3,741

時価総額 時価総額
6,841,988 13,394,082 
3,011,161 3,889,370 
1,642,582 3,827,774 
1,511,824 3,613,064 
1,105,700 2,930,072 

664,913 2,716,470 
486,978 2,711,316 
449,219 2,170,433 

9 SIX Swiss Exchange 400,285 436 9 Bombay SE 1,631,830 5,034
311,865 1,596,625 



る
た
め
、
時
価
総
額
は
あ
く
ま
で
参
考
に
と
ど
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
そ
れ
に
し
て
も
こ
の
時
価
総
額
の
数
字
に
は
、

資
源
配
分
に
お
い
て
わ
が
マ
ー
ケ
ッ
ト
は
効
率
的
で
は
な
い
、
と
い
う
姿
が
反
映
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
資
源
配
分
に
お
け
る
主
役
は
、
あ
く
ま
で
投
資
家
や
発
行
会
社
で
あ
る
。
価
格
を
シ
グ
ナ
ル
と
し
て
受
け
と
め
て
、

利
益
率
の
悪
い
資
産
ク
ラ
ス
や
企
業
株
式
は
売
却
し
て
資
金
を
引
き
上
げ
、
利
益
率
の
高
い
資
産
ク
ラ
ス
、
企
業
株
式
に
投
資
す
る
。

こ
の
こ
と
が
さ
ら
に
発
行
会
社
の
リ
ア
ク
シ
ョ
ン
を
誘
発
し
、
株
価
が
強
含
み
の
産
業
、
企
業
で
は
証
券
発
行
に
よ
る
資
金
調
達
と

戦
略
的
投
資
が
行
わ
れ
る
反
面
、
株
価
成
長
が
止
ま
っ
た
産
業
、
企
業
で
は
配
当
や
自
社
株
買
い
を
通
じ
た
余
剰
キ
ャ
ッ
シ
ュ
の
返

却
が
行
わ
れ
、
株
価
が
弱
含
み
の
産
業
、
企
業
で
は
不
採
算
部
門
の
売
却
等
の
財
務
・
投
資
行
動
が
続
く
の
で
あ
る
。

こ
う
し
て
利
益
成
長
力
の
高
い
企
業
は
株
価
が
上
昇
す
る
の
み
な
ら
ず
、
外
部
資
金
も
動
員
し
て
成
長
し
、
時
価
総
額
の
増
加
速

度
を
速
め
て
い
く
反
面
、
利
益
成
長
力
を
無
く
し
時
価
総
額
を
減
少
さ
せ
る
企
業
が
退
出
し
て
い
く
こ
と
で
、
上
場
企
業
の
時
価
総

額
は
総
体
と
し
て
増
加
し
て
い
く
。

こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
の
な
か
で
証
券
業
界
が
果
た
す
役
割
は
な
ん
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
広
い
意
味
で
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
、
つ
ま

り
い
ま
流
行
の
言
葉
で
言
え
ば
「
情
報
生
産
」
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
ブ
ロ
ー
カ
ー
と
し
て
証
券
会
社
は
付
随
的
に
投
資
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
を
行
う
立
場
に
あ
る
。
顧
客
資
産
の
価
値
を
守
り

中
長
期
に
財
産
価
値
を
成
長
さ
せ
る
た
め
に
、
顧
客
に
対
し
て
随
時
、
各
種
ア
セ
ッ
ト
の
配
分
を
見
直
し
て
再
配
分
の
提
案
を
行
う

の
で
あ
る
。
こ
の
提
案
が
確
か
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
顧
客
資
産
は
社
会
的
に
見
て
も
適
正
に
配
分
さ
れ
、
顧
客
資
産
価
値
も
維
持
、

成
長
し
て
い
く
は
ず
で
あ
る
。
そ
し
て
投
資
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
提
案
が
こ
の
よ
う
に
価
値
あ
る
も
の
と
顧
客
が
認
め
れ
ば
、
顧
客
は

代
価
を
支
払
う
だ
ろ
う
。
こ
れ
が
ア
メ
リ
カ
で
売
買
手
数
料
の
七
割
相
当
額
（
二
〇
一
〇
年
実
績
）
に
ま
で
膨
ら
み
、
い
ま
や
証
券

会
社
の
重
要
な
収
益
源
に
成
長
し
て
い
る
「A

sset
M

anagem
ent

F
ee

」（
資
産
管
理
手
数
料
）
で
あ
る
。

（27）



と
こ
ろ
が
、
わ
が
国
の
場
合
に
は
、
投
資
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
業
務
は
、
投
資
顧
問
業
者
や
投
信
運
用
会
社
等
の
専
業
者
が
担
っ
て

お
り
、
証
券
会
社
は
ほ
と
ん
ど
行
っ
て
い
な
い
（
ラ
ッ
プ
ア
カ
ウ
ン
ト
は
そ
の
例
外
で
あ
る
が
、
残
高
は
き
わ
め
て
僅
少
で
あ
る
）。

し
か
も
わ
が
国
で
は
、
投
資
顧
問
業
者
等
が
行
う
資
産
配
分
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
は
年
金
な
ど
の
機
関
投
資
家
向
け
に
限
ら
れ
て
お

り
、
広
く
個
人
投
資
家
の
資
産
配
分
に
関
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
は
、
わ
が
国
で
は
個
人
顧
客
口
座
を
管
理
し
て
い
る
証
券
ブ
ロ
ー

カ
ー
に
限
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
業
務
は
ほ
と
ん
ど
確
立
さ
れ
て
い
な
い
（
４
）。「

そ
の
ほ
か
手
数
料
」
と
し

て
経
理
処
理
さ
れ
て
い
る
投
信
の
代
行
手
数
料
は
た
し
か
に
資
産
管
理
手
数
料
で
は
あ
る
が
、
投
資
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
の
代
価
と
は

言
え
な
い
だ
ろ
う
。

他
方
、
発
行
会
社
向
け
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
証
券
引
受
会
社
が
付
随
的
に
行
っ
て
い
る
「
財
務
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
」
は
発
行
会
社
の
財
務
政
策
へ
の
助
言
で
あ
っ
て
、
証
券
発
行
や
自
社
株
買
い
な
ど
の
資
本
政
策
、
企
業
買
収
や
部
門
買
収
・

売
却
等
に
関
す
る
助
言
を
含
ん
で
い
る
。
ま
た
新
規
公
開
を
目
指
す
企
業
に
つ
い
て
も
引
受
証
券
会
社
は
幅
広
い
財
務
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
を
行
っ
て
い
る
。

し
か
し
発
行
会
社
が
投
資
家
の
意
見
表
明
の
結
果
で
あ
る
株
価
を
重
く
受
け
止
め
て
、
株
主
利
益
の
最
大
化
を
目
指
し
た
財
務
行

動
を
と
ら
せ
る
た
め
に
は
、
証
券
引
受
会
社
の
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
だ
け
で
は
十
分
で
は
な
い
。
発
行
会
社
の
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ

ン
ス
が
確
立
さ
れ
て
い
る
必
要
が
あ
る
か
ら
だ
。

こ
の
点
に
関
し
て
言
え
ば
、
上
場
基
準
と
そ
の
運
用
、
上
場
審
査
・
上
場
管
理
を
担
っ
て
い
る
証
券
取
引
所
の
役
割
は
極
め
て
重

要
だ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
、
証
券
取
引
所
に
よ
る
上
場
承
認
と
上
場
廃
止
は
、
流
動
性
を
享
受
で
き
る
企
業
を
実
質
的
に
選
別
・
淘
汰

し
、
そ
う
す
る
こ
と
で
資
金
調
達
の
難
易
さ
に
大
き
な
影
響
力
を
発
揮
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

も
っ
と
も
、
あ
る
べ
き
上
場
政
策
、
上
場
基
準
に
唯
一
の
回
答
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
定
性
基
準
と
し
て
独
立
取
締
役

（28）



の
設
置
を
義
務
付
け
る
ぐ
ら
い
は
す
べ
き
で
あ
る
。
数
値
基
準
に
つ
い
て
は
、
厳
格
な
基
準
で
入
り
口
を
絞
る
か
、
そ
れ
と
も
緩
や

か
に
し
て
投
資
家
の
選
別
に
ゆ
だ
ね
る
か
、
選
択
の
幅
が
あ
る
。
た
だ
し
、
数
値
基
準
を
緩
や
か
に
し
た
場
合
に
は
、
投
資
家
が
企

業
価
値
を
判
断
す
る
た
め
の
十
分
な
情
報
の
開
示
（
５
）

な
ら
び
に
不
適
格
企
業
を
速
や
か
に
退
出
さ
せ
る
道
（
上
場
廃
止
銘
柄
の
受
け
皿

市
場
な
ど
）
を
整
備
し
て
お
く
こ
と
の
二
点
は
必
須
で
あ
ろ
う
。

﹇
訂
正
﹈

前
号
（
一
六
六
八
号
）「
日
米
証
券
界
の
収
益
状
況
比
較
」
の
表
３
「
売
買
手
数
料
（
委
託
手
数
料
）
の
内
訳
」
お
よ
び
そ
れ
に
関
連
す
る
本
文

中
に
お
い
て
、
委
託
手
数
料
の
九
五
％
以
上
が
株
式
現
物
か
ら
の
も
の
と
記
述
し
た
が
、
そ
れ
は
誤
り
で
あ
る
。
先
物
・
オ
プ
シ
ョ
ン
の
委
託
手

数
料
を
含
ん
で
い
る
の
で
、
こ
こ
に
訂
正
し
て
お
き
た
い
。

注（
１
）

米
Ｎ
Ｙ
Ｓ
Ｅ
や
東
証
は
取
引
所
内
で
実
際
に
執
行
さ
れ
た
取
引
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
お
り
、
こ
れ
を
Ｗ
Ｆ
Ｅ
は
Ｔ
Ｓ
Ｖ
（T

rading
System

V
iew

）
と
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
英
Ｌ
Ｓ
Ｅ
は
取
引
所
当
局
の
規
制
下
に
あ
る
取
引
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
お
り
、
こ
れ
を
Ｗ
Ｆ
Ｅ
は

Ｒ
Ｅ
Ｖ
（R

egulated
E

nvironm
ent

V
iew

）
と
呼
ん
で
い
る
。
後
者
で
は
、
取
引
所
外
で
あ
っ
て
も
、
ル
ー
ル
に
適
っ
た
取
引
か
否
か

を
取
引
所
が
モ
ニ
タ
ー
す
る
た
め
会
員
業
者
に
報
告
さ
せ
た
取
引
を
カ
ウ
ン
ト
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
者
は
片
道
計
算
、
後
者
は
往
復
計

算
と
な
る
。
こ
の
た
め
一
九
九
六
年
で
は
Ｒ
Ｅ
Ｖ
の
取
引
所
の
数
字
は
か
な
り
水
増
し
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
他
方
、
英
Ｌ
Ｓ
Ｅ
は
一

九
九
七
年
に
Ｓ
Ｅ
Ｔ
Ｓ
（Stock

E
xchange

E
lectronic

T
rading

Service
）
と
呼
ば
れ
る
電
子
取
引
シ
ス
テ
ム
を
た
ち
あ
げ
、
こ
れ
が

現
在
、
取
引
シ
ス
テ
ム
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
上
記
の
定
義
で
言
え
ば
Ｔ
Ｓ
Ｖ
で
あ
る
。

（29）



（
２
）

表
３
の
委
託
手
数
料
の
九
五
％
以
上
は
株
式
だ
が
、
現
物
の
み
な
ら
ず
株
式
先
物
・
オ
プ
シ
ョ
ン
も
含
む
。
た
だ
し
、
そ
の
内
訳
は
公
表

さ
れ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
株
式
現
物
の
委
託
手
数
料
率
は
も
っ
と
低
く
な
る
。

（
３
）

現
在
、
ア
ク
テ
ィ
ブ
フ
ァ
ン
ド
で
は
国
内
債
券
型
の
信
託
報
酬
率
が
最
も
低
く
、
資
産
額
の
〇
・
四
％
強
、
最
も
高
い
も
の
で
新
興
国
株

型
一
・
八
％
強
で
あ
る
。
こ
の
間
、
信
託
報
酬
率
は
上
昇
気
味
と
さ
れ
て
い
る
が
、
表
６
で
は
こ
れ
を
考
慮
し
て
い
な
い
。

（
４
）

ア
メ
リ
カ
の
投
資
顧
問
業
界
で
は
資
産
配
分
を
中
心
と
す
る
投
資
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
が
個
人
営
業
と
し
て
確
立
し
て
い
る
一
方
で
、
証
券

会
社
の
外
務
員
も
投
資
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
を
行
っ
て
残
高
比
例
の
手
数
料
（F

ee

）
を
稼
得
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
ア
メ
リ

カ
で
は
、
証
券
業
者
と
投
資
顧
問
業
界
と
の
確
執
が
み
ら
れ
、「
業
際
問
題
」
に
ま
で
発
展
し
て
い
る
（
坂
下
晃
「
Ｓ
Ｅ
Ｃ
、
登
録
外
務
員

（
Ｒ
Ｒ
）
に
受
託
者
責
任
（F

iduciary
D

uty

）
を
適
用
（
１
）」『
証
研
レ
ポ
ー
ト
』
一
六
六
二
号
、
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）。
と
こ
ろ
が

わ
が
国
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
は
全
く
起
こ
っ
て
い
な
い
。
証
券
会
社
の
投
資
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
が
業
務
と
し
て
確
立
し
て
い
な
い
証
拠

で
あ
る
。

（
５
）

わ
が
国
で
は
ア
ナ
リ
ス
ト
の
数
が
少
な
く
、
ア
ナ
リ
ス
ト
レ
ポ
ー
ト
も
少
な
い
。
と
り
わ
け
新
興
企
業
に
つ
い
て
は
情
報
発
信
が
貧
弱
で

あ
る
。
そ
こ
で
こ
れ
を
補
う
た
め
大
証
が
費
用
折
半
で
行
っ
て
い
る
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｄ
Ａ
Ｑ
銘
柄
の
レ
ポ
ー
ト
作
成
・
公
表
は
、
取
引
所
の
行
う

情
報
生
産
機
能
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
よ
い
。

（
に
か
み
　
き
よ
し
・
客
員
研
究
員
）

（30）


